
A 拡大・発展　B 改善・変更　C 縮小・整理　D 廃止・完了
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(1)消耗品費
(2)燃料費
(3)食糧費
(4)印刷製本費
(5)光熱水費
(6)修繕料
(7)賄材料費
(8)飼料費
(9)医薬材料費

11
(1)通信運搬費
(3)広告料
(4)手数料
(6)保険料
その他
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会計 一般会計 事業期間 令和 4 年度～令和 4 年度 原課方針 計画 Ｂ 実績 Ｃ
予算区分 現年予算

評価
戦略ビジョン 事業コード 事業名 新型コロナウイルス特別対策事業 臨時的経費
　（政策分類） 150300-00 細事業名 補助事業

ＳＤＧｓ 代表的な17のゴール ３．すべての人に健康と福祉を 予算科目 02 款 総務費 01 項 総務管理費 23 目 新型コロナウイルス特別対策事業費

節 名 当初予算額 補助対象 単独費 法令・条例・総合計画・町長施策・町民要望・職員提案・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
報 酬
給 料 （事業の目的・目標・効果・影響） （事業実施時の問題点・検討課題）
職 員 手 当 等
共 済 費
災 害 補 償 費
恩給及び退職年金

報 償 費
旅 費
交 際 費
需 用 費 3,664 3,664 （事業の見直し内容、結果）※継続事業のみ

3,664 3,664

（事業の概要・算出基礎等）

（事業実績・成果・評価）

役 務 費

委 託 料 755 755
使用料及び賃借料

工 事 請 負 費 （事務・事業に係る時間外、賃金等について） （来年度への課題・改善点等）
原 材 料 費
公有財産購入費

備 品 購 入 費 872 872
負担金補助及び交付金 24,393 24,393 （査定の経過・理由等）
扶 助 費
貸 付 金
補償補填及び賠償金

償還金利子及び割引料 区 分 当初予算額 決算額 財源算出基礎（補助率、交付率、基本額等） 備　　考
投資及び出資金 国 庫 支 出 金 29,684 140,658 ［補助金・交付金］
積 立 金 道 支 出 金
寄 附 金
公 課 費
繰 出 金 地 方 債 ［地方債］名称： 課等係名 総務課総務係
予 備 費 一 般 財 源 22,567 計画作成者 樋口範幸
合計（千円） 29,684 29,684 合計（千円） 29,684 163,225 実績作成者 樋口範幸

令和 4 年度 事業実績書

総合計画
８．健康寿命を延ばして人生を楽しみます
　（13．健康・医療） 経費区分

継小
拡新

継続

事業の
根拠等

会計年度任用職給・期末手当　1,046千円
事務作業時間外勤務手当　302千円

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　140,658千円

　新型コロナウイルス拡大に伴う感染拡大防止対策として、役場庁舎等におけ
る来庁者への手指消毒や体温測定、窓口カウンターの除菌など、感染予防対策
を行うほか、非接触型への対応に係るシステム改修、コロナ禍で落ち込む地域
経済活性化のための町内事業者への支援に係る経費などを計上している。

一般備品　20,380千円
事業用備品　33,000千円
消費喚起プレミアム商品券発行事業補助　38,539千円
商品券発行事業補助　16,136千円
飲食・宿泊券発行事業補助　11,246千円
農畜産物販売促進事業　14,228千円
事業者経営維持・未来支援給付金　27,900千円
観光施設持続化支援給付金　18,771千円　　ほか

　令和3年度に引き続き、高齢者、町内飲食店、公共施設等での感染拡大防止に向け
必要物品を購入、配布、設置することで感染予防対策を実施し、町民のみなさんが
少しでも安心して生活できるよう努めた。
　また、コロナ禍における原油価格・物価高騰による影響を受けやすい低所得の高
齢者及び障がい者世帯を対象に、光熱水費や食費など生活費用の一部を助成するこ
とで、高齢者等の福祉増進を図った。
　このような各種取組により町内での感染爆発もなくなり、一定の効果が見られた
といえる。
　さらに、コロナ禍における原油価格・物価高騰対策として全町民に10千円分の商
品券を配布し、町内需要の喚起と町内消費回復を図り、町民生活を支援した。

　5類とするなど法的な対応が変わったとしても根絶した訳ではないため、感染動向
を見ながら適宜対策を行う必要がある。
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